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プラグイン直流電子負荷装置

3300A シリーズ
3310A  :  60V, 30A, 150W 	      3311A  :  60V, 60A, 300W
3312A  :  250V, 10A, 300W	     3314A  :  500V, 5A, 200W
3315A  :  60V, 15A, 75W 	      3300A  :  4 チャンネルフレーム
3302  :  1 チャンネルフレームスルーレート

可変

GP-IB

モジュール方式によりフレキシブルな構成に対応可能●●

5 種類の設定を内蔵メモリにプリセット可能●●

アイソレーション電流モニタ出力を装備●●

GP-IB/RS-232C インターフェースを標準装備●●

3300A シリーズは 5 種類の負荷モジュールと 2 種類のフレームを組み
合わせることで様々な用途に対応することができる、プラグイン方式
の電子負荷です。GP-IB インターフェースを標準装備していますので、
PC を使った自動化にもすぐに対応することができます。

3300A 4 チャンネルフレーム

3302 1 チャンネルフレーム

3310A 電子負荷モジュール　60V, 30A, 150W

3311A 電子負荷モジュール　60V, 60A, 300W

3312A 電子負荷モジュール　250V, 10A, 300W

3314A 電子負荷モジュール　500V, 5A, 200W

3315A 電子負荷モジュール　60V, 15A, 75W

xxxxx/REC 電子負荷検査成績書（xxxxx には上記型名が入ります）

オーダー情報

Pres.
Memory

RS232C

プラグイン直流電子負荷装置　3300A シリーズ
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仕　様

モデル名 3310A 3311A 3312A 3314A 3315A
●  定格負荷容量

電力 150W 300W 300W 200W 75W
電流 30A 60A 10A 5A 15A
電圧 60V 60V 250V 500V 60V

●  定電流モード
レンジ [A] 0 ～ 3 0 ～ 30 0 ～ 6 0 ～ 60 0 ～ 1 0 ～ 10 0 ～ 0.5 0 ～ 5 0 ～ 1.5 0 ～ 15

分解能 [mA] 0.75 7.5 1.5 15 0.25 2.5 0.125 1.25 0.375 3.75
確度 ± 0.2% of ( 設定値＋レンジ )

●  定抵抗モード
レンジ 2 ～ 8k Ω 0.1 ～ 2 Ω 1 ～ 4k Ω 0.05 ～ 1 Ω 25 ～ 20k Ω 1.25 ～ 25 Ω 100 ～ 2k Ω 5 ～ 100 Ω 4 ～ 16k Ω 0.2 ～ 4 Ω
分解能 0.125mS 0.5m Ω 0.25mS 0.25m Ω 0.05mS 6.25m Ω 0.0125mS 25m Ω 1mS 0.0625m Ω

確度 ± 0.2% of ( 設定値＋レンジ ) ± 0.5% ( 設定値＋レンジ ) ± 0.2% ( 設定値＋レンジ )
●  定電圧モード

レンジ 0 ～ 60V 0 ～ 60V 0 ～ 250V 0 ～ 500V 0 ～ 60V
分解能 0.015V 0.015V 0.0625V 0.0125V 0.015V

確度 ± 0.1% ( 設定値＋フルレンジ )
●  負荷急変
THIGH&TLOW 50 μ sec ～ 9.999sec (TH,TL は独立して設定可能 )

スルーレート (/
μ sec)

0.5 ～ 

125mA

5mA ～ 

1.25A

1mA ～ 

250mA

10mA ～ 

2.5A

0.2mA ～ 

50mA
2mA ～ 0.5A

0.1mA ～ 

25mA

1mA ～ 

250mA

0.25mA ～ 

62.5mA

2.5mA ～ 

625mA
確度 ± 10% of ( 設定値 )

●  電圧測定
レンジ ± 19.999V ± 60.00A ± 19.999A ± 60.00A ± 39.98V ± 250.0V ± 19.999V ± 500.0V ± 199.99V ± 60.00V
分解能 0.001V 0.01V 0.001V 0.01V 2/10m 0.02/0.1V 0.01V 0.1V 0.001V 0.01V

確度 ± 0.05% of ( 読み値 + フルレンジ )
●  電流測定

レンジ 19.999A 30.00A 19.999A 60.00A 10.000A 5.000A 15.000A
分解能 0.001A 0.01A 0.001A 0.01A 1mA 1mA 1mA

確度 ± 0.2% of ( 読み値＋フルレンジ )
●  最小動作電圧 ( 定電流モード )

定格 50% 0.5V/@15A 0.7V/@30A 2.5V/@5A 3.7V/@2.5A 0.6V/@7.5A
フル定格 1.0V/@30A 1.5V/@60A 5.1V/@10A 7.5V/@5A 1.2V/@15A

●  電流
モニター出力 フルスケール　10V　（負荷モジュールとは絶縁 )

●  外部電圧制御 0V ～ 10V　( 他の負荷モジュールとは絶縁､ 定電流モードのみ )
●  保護回路 過電流､ 過電圧､ 過電力､ 過熱
●  短絡試験

抵抗値　電流
0.03 Ω (TYP.0.02 Ω） 0.02 Ω (TYP.0.012 Ω） 0.04 (TYP.0.03) 0.2 Ω 0.08 Ω

30A 60A 10A 5A 15A

3300A シリーズ

●  一般仕様
動作温度 0 ～ 40℃
DC 耐電圧 ± 250 Ｖ（入力，筐体間）
重量 3.5kg/ モジュール
寸法 108W x 143H x 405D mm

●  メインフレーム仕様
モデル名 3300A 3302
モジュール 最大 4ch まで 1ch
メモリー機能 5 メモリ 5 メモリ
インターフェース機能 GP-IB 標準装備，RS232C(3300A のみ）
入力電圧 100V/200V 50Hz/60Hz
サイズ 483(W) × 177(H) × 455(D) 150(W) × 177(H) × 445(D)
重量 9.5kg 3.5kg
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交流電子負荷装置

3250/3260 シリーズ
GP-IB

クレストファクタ設定機能（全シリーズ）●●
力率設定機能（3260 シリーズ）●●
アイソレーション電流モニタ出力を装備●●
5 種類の設定を内蔵メモリにプリセット可能●●
GP-IB/RS-232C インターフェースを標準装備●●
直流電子負荷装置としてもお使い頂けます。●●

3250 / 3260 シリーズ交流電子負荷装置は、300W の小容量から 10.8kW
の大容量まで対応可能な電子負荷装置です。インバータを搭載した機
器等の評価試験を低価格で実現することができます。

3300A 4 チャンネルフレーム
3302 1 チャンネルフレーム
3250 電子負荷モジュール　60Vrms, 20A, 300W
3251 電子負荷モジュール　150Vrms, 8A, 300W
3252 電子負荷モジュール　300Vrms, 4A, 300W
3253 電子負荷モジュール　300Vrms, 1A, 300W
3260 電子負荷本体　300Vrms, 12A, 1.2kW
3261 電子負荷本体　300Vrms, 18A, 1.8kW
32611 電子負荷本体　300Vrms, 36A, 3.6kW
32612 電子負荷本体　300Vrms, 54A, 5.4kW
32615 電子負荷本体　300Vrms, 108A, 10.8kW

オーダー情報

Pres.
Memory

RS232C
3250  :  60V, 20A, 300W 	      3251  :  150V, 8A, 300W
3252  :  300V, 4A, 300W	      3253  :  300V, 1A, 300W
3260  :  300V, 12A, 1.2kW 	      33261  :  300V, 18A, 1.8kW
32611  :  300V, 36A, 3.6kW	     32612  :  300V, 54A, 5.4kW
32615  :  300V, 108A, 10.8kW 
3300A  : 4 チャンネルフレーム　3302  : 1 チャンネルフレーム

交流電子負荷装置　3250 / 3260 シリーズ



69

仕　様

型名 3260 3261 32611 32612 32615
定格電力
定格電流
定格電圧

1200VA
12Arms

300Vrms

1800VA
18Arms

300Vrms

3600VA
36Arms

300Vrms

5400VA
54Arms

300Vrms

10.8kVA
108Arms
300Vrms

OPP（過電力保護）
OCP（過電流保護）
OVP（過電圧保護）
OTP（過熱保護）

≒ 1260VA
≒ 12.6A
≒ 315V
　85℃

≒ 1890VA
≒ 18.9A
≒ 315V
　85℃

≒ 3780VA
≒ 37.8A
≒ 315V
　85℃

≒ 5670VA
≒ 56.7A
≒ 315V
　85℃

≒ 11340VA
≒ 113.4A
≒ 315V
　85℃

CC モード

　及び

リニア CC モード

レンジ (A) 0-6/6-12 0-9/9-18 0-18/18-36 0-27/27-54 0-54/54-108
分解能 (mA) 1.5/3 2.25/4.5 4.5/9 6.75/13.5 13.5/27
確度 ± 0.5% of (setting + range)

低電流確度
0-0.6A 0-0.9A 0-1.8A 0-2.7A 0-5.4A

± 2% of (setting + range)

CR モード
レンジ ( Ω ) 5-20-80K

3.333-13.332
-53.332K

1.667-6.668
-26.668K

1.111-4.444
-17.776K

0.556-2.224
-8.888K

分解能 (mS) 0.013/0.052 0.019/0.076 0.037/0.148 0.056/0.224 0.113/0.452
確度 ± 0.5% of (setting + range)

C.F.  (CC モード )
レンジ √ 2 - 3.5
分解能 0.1

電圧表示
レンジ 300V 300V 300V 300V 300V
分解能 0.1V 0.1V 0.1V 0.1V 0.1V
確度 ± (0.5% of reading +0.2% of range)

電流表示
レンジ 12A 18A 36A 54A 108A
分解能 0.001A 0.001A 0.01A 0.012A 0.012A
確度 ± (0.5% of reading +2% of range),  ± 0.5% of (reading + range) @50/60Hz

電力表示
レンジ 1200W 1800W 3600W 5400W 10.8kW
分解能 0.1W 0.1W 1W 1.2W 1.2W
確度 ± 0.5% of (reading + range)

VA 表示 電流、電圧の測定結果から算出
周波数レンジ DC, 40-70Hz (CC モード）, DC-70Hz ( リニア CC, CR モード）
電流モニタ出力（絶縁） 3A/V 4.5A/V 9A/V 13.5A/V 27A/V
入力電源定格電圧 AC 100V / 200V ± 10% , 50/60Hz
外形寸法 448W x 177H x 445D mm

キャビネットに組み込むため、詳細はお問い合わせ下さい。
質量 18.5kg 21.5kg

型名 3250 3251 3252 3253
定格電力 300W
定格電流 20Arms 8Arms 4Arms 1Arms
定格電圧 60Vrms 150Vrms 300Vrms

CC モード
レンジ 0 ～ 10Arms 10 ～ 20Arms 0 ～ 4Arms 4 ～ 8Arms 
分解能 2.5mA 5mA 1mA 2mA 

CR モード
周波数 DC, 40 ～ 70Hz
レンジ 0.3 ～ 1.2K Ω 1.2 ～ 4.8K Ω 1.875 ～ 7.5K Ω 7.5 ～ 30K Ω 
分解能 0.83ms 0.2083ms 0.013ms 0.033ms 

電圧表示
レンジ 0 ～ 60V 0 ～ 150V 0 ～ 300V 0 ～ 500V 
分解能 0.01V 0.1V

電流表示
レンジ 0 ～ 20A 0 ～ 8A 0 ～ 4A 0 ～ 1A 
分解能 0.01A

電力表示
レンジ 300W 300W 1200W 1800W 
分解能 0.1W

VA 表示 電流、電圧の測定結果から算出
周波数レンジ DC, 40-70Hz 
電流モニタ出力（絶縁） 5A/V 2A/V 1A/V 0.2A/V 
保護機能 過電力、過電流、過電圧、加熱保護

一般仕様
入力電圧 電源はフレーム（3302 又は 3300A）から供給されます。
外形寸法 108(W) × 143(H) × 405(D) mm
質量 約 3.5kg

3250/3260 シリーズ
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仕　様
3250 シリーズは定電流モードにおけるクレストファクタの変更が可能となっており、3260 シリーズではこれに加えて力率の変更も可能です。これらの
設定内容はあらかじめ電流波形メモリバンクとして登録されており、簡単に呼び出すことが出来ます。メモリバンク設定テーブルと代表的な波形は以
下のようになっています。

メモリバンク 波形形状 A B C D E

0
サイン波

CF= √ 2

CF=2.0 CF=2.5 CF=3.0

CF=3.5

1 CF=1.5 CF=1.6 CF=1.7 CF=1.8 CF=1.9
2 CF=3.0 CF=3.1 CF=3.2 CF=3.3 CF=3.4
3 CF=2.0 PF=-0.85 PF=-0.80 PF=-0.75 PF=-0.70 PF=-0.65
4 CF=2.5 PF=-0.70 PF=-0.65 PF=-0.60 PF=-0.50 PF=-0.40

5 CF=3.5

PF=-0.50

PF=-0.45 PF=-0.40 PF=-0.35

PF=-0.30

6 CF=2.0 PF=0.85 PF=0.80 PF=0.75 PF=0.70 PF=0.65
7 CF=2.5 PF=0.70 PF=0.65 PF=0.60 PF=0.50 PF=0.40

8 CF=3.5

PF=0.50

PF=0.45 PF=0.40 PF=0.35

PF=0.30

9 矩形波

1

1.1 1.2 1.3

1.4

10 DC √ 2dc 2dc 2.5dc 3.0dc 3.5dc



71

抵抗負荷装置

KGR シリーズ
KGR-A シリーズ  ： 単相交流用 2 ～ 10kW
3KGR-A シリーズ  ： 三相交流用 2 ～ 12kW
KGR-B シリーズ  ： 直流 / 単相交流用 2 ～ 10kW

KGR シリーズは、小型で簡易な汎用の抵抗負荷装置として、幅広い分
野に使用されています。並列投入方式のロータリースイッチを採用し、
極めて効率の良い回路で構成されています。

カタログに掲載されていない特殊仕様も製作致しますので、どうぞお
気軽にお問い合わせください。

回路構成
図１： KGR-A シリーズ　図２： 3KGR-A シリーズ　図３： KGR-B シリーズ

抵抗負荷装置　KGR シリーズ
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仕　様

シリーズ タイプ 型名 ノッチ
数

電流レンジ 
（設定分解能） 電圧 容量 

（kW）
外形寸法 

（W × H × D）
重量 

（kg）

KGR-A 単相交流用

KGR-102A

21

0 ～ 20A / 1A

AC100V

2 400 × 350 × 400 20
KGR-103A 0 ～ 30A / 1.5A 3 400 × 450 × 400 22
KGR-104A 0 ～ 40A / 2A 4 400 × 550 × 400 25
KGR-106A 0 ～ 60A / 3A 6 400 × 700 × 400 26
KGR-110A 0 ～ 100A / 5A 10 700 × 600 × 500 50

3KGR-A 三相交流用

3KGR-202A

11

0 ～ 6A / 0.6A

AC200V

2 500 × 400 × 550 25
3KGR-203A 0 ～ 9A / 0.9A 3 500 × 450 × 550 28
3KGR-205A 0 ～ 15A / 1.5A 5 500 × 550 × 550 29
3KGR-209A 0 ～ 27A / 2.7A 9 500 × 800 × 650 40
3KGR-212A 0 ～ 34.6A / 3.46A 12 700 × 800 × 750 48

KGR-B
単相交流 

直流両用

KGR-102B

21

0 ～ 20A / 1A

AC/DC 100V

2 400 × 500 × 550 23
KGR-103B 0 ～ 30A / 1.5A 3 400 × 600 × 550 25
KGR-104B 0 ～ 40A / 2A 4 400 × 700 × 550 27
KGR-106B 0 ～ 60A / 3A 6 400 × 700 × 550 28
KGR-110B 0 ～ 100A / 5A 10 400 × 700 × 650 55

作成例
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リップルノイズメータ

RM-103

GP-IB

オシロスコープによる目視測定と相関の取れる自動測定が可能●●

JEITA（電子情報技術産業協会）測定規格準拠●●

PASS/FAIL 判定機能内蔵●●

GP-IB インターフェースを標準装備●●

RM-103 リップルメータはスイッチング電源の出力に現れる複雑なリッ
プルノイズ波形から、選択した電圧のみを抽出してデジタル表示出来
る、世界で唯一のリップルノイズメータです。

RM-103 リップルノイズメータ本体

SC-82 8 チャンネルスキャナ

RMSC-10 RM-103 → SC-82 接続用ケーブル

DP-100 差動プローブ（RM-103 本体に１本添付されます）

TRC-50F2 高周波終端抵抗器（RM-103 本体に内蔵）

オーダー情報

JEITA 測定規格準拠

リップルノイズメータ　RM-103
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仕　様

直流電圧測定

レンジ ± 6.0000V　　　　　　　　　± 60.000V　　　　　　　　　± 500.00V
分解能 0.1mV　　 　      　   　　　　　1mV　　　　　     　 　    　　10mV
確度（※ 5） ± 0.025% of rdg. ± 0.025% of f.s.
最大印加電圧（※ 5） ± 500V

測定時間
90msec typ. (FAST MODE) 

250msec typ. (SLOW MODE)

リップルノイズ測定

レンジ 300.0mVp-p 3000mVp-p
分解能 0.1mV 1.0mV
確度（※ 1，2，5） ± 2% of rdg. ± 1% of f.s.
公称帯域幅 100MHz
LF 帯域幅 50Hz ～ 2kHz
HF 帯域幅 2kHz ～
THRU 帯域幅 50Hz ～ 100MHz
帯域制限フィルタ 20MHz
リップル分離比（※ 3） 0.5%～ 50.0% (0.5%きざみ）
測定時間（※ 4） 約 170msec typ.
許容入力 4Vp-p

入力条件 インピーダンス 直流 1M Ω、高周波 50 Ω
入力ケーブル 50 Ω信号ケーブル BM-58U-150/DP-100

インターフェース

GP-IB IEEE488.1 準拠
良否判定 フォトカプラ出力　コモン共通
スタートトリガ フォトカプラ入力　コモン共通
制御出力 フォトカプラ出力 SC-82 コントロール用
入力端子 BNC コネクタ
その他の機能 リップルノイズ分離比自動設定機能

一般仕様
電源電圧 AC100 ～ AC240V（50/60Hz）
消費電力・重量 20VA, 約 1.7kg
外形寸法 180(W) × 80(H) × 300(D) mm

※ 1　リップル分離比が 0%～ 10%の範囲を保証します。　※ 2　10kHz ～ 10MHz の周波数範囲の場合です。　※ 3　10kHz ～ 100MHz の周波数で機
能します。　※ 4　同一レンジの場合の測定時間です。　※ 5　周囲温度 23 ± 4℃、湿度 70%以下において 6 ヶ月間保証します。

背面パネルレイアウト

出力ポートコネクタ 測定入力端子（BNC）

GP-IB インターフェース

電源入力（AC100 ～ 240V）

W180×H80×D300 mm
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リップルノイズスキャナ

SC-82

8 チャンネル入力（各チャンネル間絶縁）●●

2 台連動し 16 チャンネルまで拡張可能●●

周波数帯域 100MHz●●

RM-103 からリモート制御可能●●

SC-82 はスイッチング電源のリップルノイズ測定用切り替え機として
開発されたスキャナです。各チャンネル入力間の GND は絶縁されてい
ながら、100MHz の周波数帯域を実現しました。チャンネル数は標準
で 8 チャンネル、最大 16 チャンネルまで拡張可能です。

SC-82 8 チャンネルスキャナ

RMSC-10 RM-103 → SC-82 接続用ケーブル

SCSC-05 SC-82 を 2 台に拡張する場合に必要な接続ケーブル

オーダー情報

リップスノイズスキャナ　SC-82
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仕　様

直流電圧測定

チャンネル数 8 チャンネル

周波数帯域
DC ～ 20MHz: -1dB (Typ.)
DC ～ 50MHz: -2dB (Typ.)

DC ～ 100MHz: -4dB (Typ.)

CMRR
DC ～ 50MHz: 30dB 以上

DC ～ 100MHz: 15dB 以上
クロストーク DC ～ 100MHz: 30dB 以上
切断電圧 DC300V
切断電流 0.5A
接続シーケンス Break before Make
信号間耐電圧 DC300V
信号・フレーム間耐電圧 DC300V

コントロール部

切り替え方法 300.0mVp-p
外部コントロール入力仕様

入力電圧 0 ～ 5V(TTL 入力）
切替時間 12ms 以内
コントロール ビット独立及びバイナリーコードによる設定
信号数 10

信号切替部
入力電源電圧範囲 AC100V ～ 240V 50/60Hz
消費電力 6VA
外形寸法 225W × 51H × 180D mm
重量 約 1.5kg

背面パネルレイアウト

SC-82 拡張用出力 スキャナ信号出力

RM-103 等からの制御入力

電源入力（AC100 ～ 240V）

W225×H51×D180 mm
スキャナ信号入力（拡張用）
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リップルノイズ測定ガイドライン
スイッチング電源のリップルノイズ測定は測定対象が「ノイズ」であることから、その測定には注意が必要
です。

リップルノイズ波形の模式図

■   構成 1
このようなリップルノイズの測定では、測定用プローブや測定器等の違いによって測定結果が大きく異
なることも有ります。このようなことから、JEITA（電子情報技術産業協会）のスイッチング電源委員会
において「スイッチング電源試験方法」が制定され、この中に「リップルノイズ測定方法」についても
測定ガイドラインが規定されております。この測定ガイドラインでは次のようなプロービング方法を推
奨しております。

R：50 Ω
C：0.001 ～ 0.1 μ F

■   構成 2
R と C の直列回路は直流成分をカットするための高周波終端回路であり、弊社では下図のように終端抵
抗器 TRC-50F2 として製品化しております。（TRC-50F2 については 59 ページをご覧ください）

■   構成 3
なお、弊社のリップルノイズメータ（RM-103）及び電子負荷に内蔵されるリップルノイズ測定モジュー
ル（RC-02A）には TRC-50F2 相当の回路があらかじめ内蔵されており、外部に接続する必要は」ありま
せんので下図のようにシンプルな構成となります。

リップルノイズ測定ガイドライン
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リップルノイズ測定ガイドライン

■   構成 4
さらに測定対象電源のコモンモードノイズの影響が無視出来ないときは、差動プローブ（DP-100）を挿
入すると不要なコモンモード成分を除去することが出来るため、より正確な測定が可能です。
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高機能交流電源

PA-2003  単相 2kVA

GP-IB

リニア方式と PWM 方式の長所を取り入れた複合方式を採用●●

任意波形出力に対応（オプション）●●

GP-IB/USB インターフェースを標準装備●●

PA-2003 はリニアアンプ方式と PWM 方式の長所を組み合わせた複合
型交流電源です。これにより、リニアアンプ方式よりも小型で軽く、
PWM 方式よりも波形歪みの少ない綺麗な波形を出力可能となりまし
た。

PA-2003 2kVA 交流電源本体

PAOP-LAN Ethernet インターフェース

PAOP-Imp 出力インピーダンス可変オプション（工場出荷時ご指定）

PAOP-Memo 任意波形用メモリ（工場出荷時ご指定）

PAOP-Soft 任意波形生成ソフトウエア（工場出荷時ご指定）

PA-2003/REC PA-2003 検査成績書
※ PAOP-Memo と PAOP-Soft はセットでご指定ください。

オーダー情報

※はオプション

USB

LAN
（※）

高機能交流電源　PA-2003
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仕　様

出力部 LOW レンジ HIGH レンジ

AC モード

最大出力電力 ( ※ 1) 2kVA
相数 単相
出力電圧範囲 0V ～ 150Vrms 0V ～ 300Vrms
出力電圧設定分解能 0.1Vrms
出力電圧設定確度 ( ※ 2) ± 0.2% of setting  ± 0.2% of f.s.
最大出力電流 ( ※ 2) 20Arms 10Arms
最大ピーク電流 ( ※ 2) 80Apeak 40Apeak
負荷変動 40 ～ 70Hz: ± 0.2%以内 /70 ～ 500Hz: ± 0.5%以内
入力電圧変動 ( ※ 3) ± 0.2%以内
周囲温度変化 ± 200ppm/℃ (typ)
歪み率 ( 抵抗負荷時 ) ( ※ 2) 0.1%以下 (typ)

周波数
設定範囲 40Hz ～ 500Hz
設定確度 ± 0.5Hz
設定分解能 0.1Hz

出力 ON 時のスタート位相 0°～ 360°( 設定分解能：1°　50/60Hz 時）
ライン同期 ( ※ 4)  ( ※ 4)

出力インピーダンス可変 

オプション ( ※ 10)

設定範囲 (R) 10m Ω～ 1 Ω
設定範囲 (L) 10 μ H ～ 100 μ H/0.1mH ～ 1mH
設定分解能 ± 1% (typ)
設定確度 (R) ( ※ 2) ± 5% of setting ± 5% of f.s.
設定確度 (L) ( ※ 2) ± 10% of setting ± 10% of f.s.

DC モード

最大出力電力 ( ※ 5) 1kW
出力電圧範囲 0V ～ 212V 0V ～ 424V
出力電圧設定分解能 0.1V 0.5V
出力電圧設定確度 ± 0.2% of setting ± 0.2% of f.s.
最大出力電流 10A 5A

測定部 LOW レンジ MID レンジ HIGH レンジ

交流電圧測定
測定レンジ 300Vrms

測定確度 ± 0.3% of rdg ± 0.2% of f.s.
測定分解能 0.1Vrms

交流電流測定

測定レンジ 0.2A 2A 20A
測定確度 ( ※ 2, 7) ± 0.2% of rdg ± 0.5% of F.S ± 0.2% of rdg ± 0.2% of F.S ± 0.2% of rdg ± 0.2% of F.S
測定確度 ( ※ 2, 8) ± 0.5% of rdg ± 0.5% of F.S ± 0.5% of rdg ± 0.2% of F.S ± 0.5% of rdg ± 0.2% of F.S

測定分解能 0.1mA 1mA 10mA

有効電力測定

測定レンジ 20W 200W 2000W
測定確度 ( ※ 2, 7) ± 0.3% of rdg ± 0.5% of F.S ± 0.3% of rdg ± 0.3% of F.S ± 0.3% of rdg ± 0.3% of F.S
測定確度 ( ※ 2, 8) ± 0.7% of rdg ± 0.5% of F.S ± 0.5% of rdg ± 0.3% of F.S ± 0.5% of rdg ± 0.3% of F.S

測定分解能 0.01W 0.1W 1W
皮相電力 電圧、電流、電力の測定結果からの演算
無効電力 電圧、電流、電力の測定結果からの演算

力率 電圧、電流、電力の測定結果からの演算

ピーク電流測定
測定レンジ 100A

測定確度 ( ※ 2, 8) ± 0.3% of rdg ± 0.2% of F.S
測定分解能 0.1A

入力部
入力電圧範囲 90Vrms ～ 260Vrms *1,5
最大入力電流 15Arms(MAX)

周波数範囲 45Hz ～ 65Hz
力率 *9 0.95 以上
効率 *9 60%以上 (typ)

I/F
USB USB1.1 準拠

GP-IB IEEE488.1/IEEE488.2(SCPI)
Ethernet（オプション） *10 10BASE-T

外部トリガ出力 ON/OFF 時に出力 ( パルス幅：50 μ s)
波形メモリ

　 本体標準 (RAM) 128K Word *11
FlashROM *10 240K Word *11

一般仕様
寸法 430(W)x221(H)x600(T) *12
重量 約 35Kg

動作温度 / 湿度 10℃～ 40℃ /10%～ 90% RH( 結露無きこと )
耐電圧 *13 AC1KV　50Hz 1 分間

絶縁抵抗 *13 10M Ω以上

※ 1   100V 系入力の場合は出力電力 800VA(AC モード ) まで

※ 2   出力周波数 50/60Hz のとき　※ 3   200V 系入力時は、180

～ 260V、100V 系入力時は、90 ～ 140V の範囲　※ 4   位相同

期はしません　※ 5   100V 系入力の場合は出力電力 400W(DC

モ ー ド ) ま で　 ※ 6   確 度 は、 周 囲 温 度 25 ℃ ± 5 ℃　 湿 度 

70% RH 以下において　※ 7   抵抗負荷時（クレストファクタ 

1.41)　※ 8   クレストファクタ 3 以下の全波整流波形のとき　

※ 9   定格負荷にて　※ 10   工場出荷オプション　※ 11   出力

時間、分解能は出力周波数に依存する　※ 12   突起物を除く

※ 13   耐電圧、絶縁抵抗は、内部のバリスタタイプサージアブ

ソーバ未実装時



81

PA-2003

電源ライン異常シミュレーション波形（任意波形生成ソフト）
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小型直流電源

IT6800 シリーズ

RS-232C ケーブルだけの購入でリモートコントロール可能●●

手軽に購入できるロープライス（標準価格 29,800 円より）●●

テンキーによるダイレクト入力●●

小容量タイプのラインナップ●●

IT6800 シリーズは小容量コンパクトな直流電源で、実験室や製品の評
価試験用としてお手元に置いて頂くと役に立つ 1 台です。オプション
で RS-232C による制御が可能ですので、非常に低価格で自動化を実現
することも可能です。

IT6811 直流電源本体　0-18V, 0-3A, 54W

IT6822 直流電源本体　0-32V, 0-3A, 96W

IT6832 直流電源本体　0-32V, 0-6A, 192W

IT6833 直流電源本体　0-72V, 0-3A, 216W

IT-E131 RS-232C インターフェースケーブル

オーダー情報

※はオプション

RS-232C
（※）

IT6811  ： 18V, 3A, 54W
IT6822  ： 32V, 3A, 96W
IT6832  ： 32V, 6A, 192W
IT6833  ： 72V, 3A, 216W

小型直流電源　IT6800 シリーズ
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仕　様

型名 IT6811 IT6822 IT6832 IT6833

出力定格 (0℃ ～ 40℃ )
電圧 0 to 18V 0 to 32V 0 to 32V 0 to 72V
電気 0 to 3A 0 to 3A 0 to 6A 0 to 3A
LVP 0 to 19A 0 to 33A 0 to 33A 0 to 73A

設定分解能
電圧 10mA
電流 10mA

設定確度 12 ヶ月、(25℃± 5℃ )
電圧 ± (0.05% of stg. + 0.1% of f.s.)
電流 ± (0.2% of stg. + 0.5% of f.s.)

測定分解能
電圧 10mV [ ＜ 20V] ，100mV [20V ≦ ]
電流 10mA

測定確度 12 ヶ月、(25℃± 5℃ )
電圧 ± (0.05 % of rdg. + 25mV) [ ＜ 20V] ，± (0.05 % of rdg. + 250mV) [20V ≦ ]
電流 ± (0.2 % of rdg. + 0.75% of f.s.)

負荷変動
電圧

± (0.025% of stg. + 0.1% 
of f.s.)

± (0.025% of stg. + 0.05% of f.s.)

電流
± (0.1% of stg. + 0.5% of 

f.s.)
± (0.1% of stg. + 0.25% of f.s.)

入力変動
電圧

± (0.025% of stg. + 0.1% 
of f.s.)

± (0.025% of stg. + 0.05% of f.s.)

電流
± (0.1% of stg. + 0.5% of 

f.s.)
± (0.1% of stg. + 0.25% of f.s.)

Ripple (20Hz to 2MHz)
電圧 ≦ 15mVrms / 50mVp-p
電流 ± (0.1% of stg. + 0.25% of f.s.)

設定温度係数 (0℃ ～ 40℃ ) ±
(% of output + offset)

電圧 < 0.02% + 5mV
電流 < 0.1% + 5mA

測定温度係数 ± (% of output 
+ offset)

電圧 < 0.02% + 15mV(< 20V)、< 0.02% + 120mV( ≧ 20V)
電流 < 0.1% + 15mA

条件設定メモリー 16 条件
推奨する校正間隔 1 年
AC 入力定格
( 背面パネルのスイッチにて設定 )

100V レンジ ： 100V ± 10%、47 to 63Hz
200V レンジ ： 200V ± 10%、47 to 63Hz

消費電力 175VA 350VA
冷却方法 ファン
動作温度 0 to 40℃ ( 定格出力時）
保存温度 -20 to 70℃ （保存に適した環境である事）
使用条件 本製品は室内使用を前提に設計されています。 相対湿度は 95%まで、高度は 2000m まででご使用下さい。
重量寸法 5.6Kg 6.7Kg

255.7mm(W) x 105.7mm(H) x 382.7mm(D)

IT6800 シリーズ
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高速回路シミュレータ SCAT は、崇城大学エネルギーエレクトロニクス研究所の中原正俊教授によって独自に開発さ
れた回路シミュレータです。既存の汎用回路シミュレータでは解析が困難であったスイッチング電源回路での定常状
態解析などに適した独自のシミュレーション技術により、極めて短時間でシミュレーション結果を得ることが可能と
なりました。SCAT は次のような解析機能を持っています。

解析機能 概要

定常解析
定常解析は従来の汎用シミュレータが最も苦手とする解析です。SCAT はこの定常解析を高速に実行します。しかも、
スイッチやダイオードのオン・オフ状態も完全に決定します。

過渡応答解析
過渡応答解析は SCAT が最も得意とする解析です。電圧、電流の応答波形はもちろん、それらの一周期での最大値や
最小値の軌跡も簡単に表示できます。また、波形解析や継続解析と組み合わせれば過渡応答の任意の時点での波形が
観測できます。この柔軟な解析機能は SCAT ならのものであり、従来の汎用シミュレータではまねのできないものです。

波形解析
詳細波形を観測する解析モードで、豊富な機能を持ったスコープ画面によりデジタルオシロ感覚で回路各部の電圧・
電流波形を観測できます。

スイープ解析
スイープ解析は、回路中の任意の素子のパラメータを設定した範囲内で変化させたときの解析機能であり、素子定数
の最適化に威力を発揮します。K488 ではこの解析機能が強化されました。

ステップ応答解析
ステップ応答解析は、回路中の任意の素子のパラメータを 2 段階の時間を指定して変化させた時の過渡応答または波
形解析を実行でき、電圧変動や負荷変動などの状態を解析できます。

高調波解析
高調波規制での各クラス電流包絡線表示・FFT 画面電流スペクトラム表示と各クラス規制曲線などの豊富な機能があ
ります。

周波数応答特性解析
一巡周波数応答特性解析、部分回路周波数応答特性解析、オープンループ周波数応答特性解析がそのままの回路で実
行できます。交流信号発生源＇ AC-Sweep（と任意の素子電圧・電流で周波数特性解析が実行できます。

スクリプト解析 スクリプト言語を利用することによりシミュレーション全体を自動化できます。

デジタル制御解析 プログラミング素子を使用することにより、プログラム記述によるデジタル制御の解析をすることができます。

SCAT 電源回路シミュレーションソフトウェア SCAT（1 ライセンス）
SCAT/5 電源回路シミュレーションソフトウェア SCAT（5 ライセンス）
SCAT/10 電源回路シミュレーションソフトウェア SCAT（10 ライセンス）
SCAT/A 電源回路シミュレーションソフトウェア SCAT（アカデミックライセンス）
SCAT/U SCAT バージョンアップ（1 ライセンス）
SCAT/Net5 電源回路シミュレーションソフトウェア SCAT（ネットワーク 5 ライセンス）
SCAT/Net10 電源回路シミュレーションソフトウェア SCAT（ネットワーク 10 ライセンス）
SCAT/AS 電源回路シミュレーションソフトウェア SCAT（アカデミックサイトライセンス）

オーダー情報

推奨動作環境：ハードウェア
CPU：Pentium 1GHz 以上

メモリ：512MB 以上
HDD：1GB 以上

インターフェース：USB（必須）
ディスプレイ解像度：1024 × 768 以上

推奨動作環境：ソフトウェア
OS：Microsoft WindowsXP

※上記の構成は SCAT を快適にご使用頂くための
　推奨構成例です。

SCAT Version K. 488

高速回路シミュレータ　SCAT

ソフトウェア
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2000MS1 / 2022-04

ワットチェッカーは消費電力（有効電力）など、8 種類の測定をワンタッチで測定出来ますのでご家庭やオフィスで
の省エネ対策ツールとして最適です。さらにワットチェッカー Plus では電気料金や CO2（二酸化炭素）排出量の計
算機能が追加されています。

※  弊社ではワットチェッカーの直販は行っておりません。ご購入は販売店よりお願い致します。

型名
ワットチェッカー

2000MS1
ワットチェッカー Plus

2022-04

電圧測定 測定範囲：85.0 ～ 125.0Vrms 測定確度：1%以内

電流測定 測定範囲：0 ～ 15.00Arms 確度：1%以内

有効電力測定 測定範囲：0 ～ 1,875W 確度：2%以内

皮相電力測定 測定範囲：0 ～ 1,875VA 確度：2%以内

周波数測定 測定範囲：47.0 ～ 63.0Hz 確度：2%以内

力率測定 測定範囲：0.00 ～ 1.00 確度：± 0.03 以内

積算電力量測定 測定範囲：0.00 ～ 9,999kWh 確度：2%以内

積算時間 測定範囲：00:00 ～ 9,999 時間（9,999 時間を超えても 9,999 を保持します）

積算データ保持機能 無し 有り（停電時にも積算データは保持）

電気料金計算 ― 計算範囲：0 ～ 99.9（円 /kWh）

CO2 排出量計算 ― 計算範囲：0 ～ 1.999（kg-CO2 / kWh）

操作性 ダイレクトボタンによるワンタッチ操作 メニューからの選択

消費電力
本体の消費電力は概算で 8.5W で入力電圧が高くなると比例して消費電力があがります。

（本体の消費電流は測定結果と分離されています）

測定周期 1 秒

外形寸法 幅 60mm × 高さ 130mm × 奥行き 36mm

重さ 145g

仕　様

省エネ対策検電器  ワットチェッカー / ワットチェッカー Plus

省エネ対策検電器
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製品基本ガイド

交流電源ってなに？

製品基本ガイドは、弊社の製品を初めてご検討、あるいはお使いになる方のために製品の基本的なご
説明をさせていただくものです。

ひとことで言うと、「様々な電圧や周波数の交流を安定して出力でき
るもの」です。

交流電源は何のために必要？ 
一般的な家庭のコンセントは交流電圧 100V が出力されていますが、
これは日本国内での話で、海外では様々な電圧が使われています。世
界の主な国々の電源電圧は下記の表（表 1）のようになっています。
このように世界には様々な電源電圧が存在しており、海外向けの製品

を輸出するときは輸出先の国の電源電圧で動作を試験することが
必要です。このような場合に交流電源がお役に立ちます。輸出先
の国の電圧や周波数をワンタッチで出力することができますので、
簡単に試験することができるわけです。
また、最近の日本ではコンセントの電圧（100V）が大きく変動す
ることは無く、停電もめったに有りませんが世界の国々では電源
事情が悪いところもあるため、交流電源により電圧変動や停電を
シミュレーションした試験にも使われています。周波数について
は 50/60Hz が主流となっていますが、船舶や航空機内では 400Hz
などの高い周波数の電源が使われており、そのような場合でも交
流電源を使って高い周波数の電圧を出力して各種試験に活用する
ことができます。

国名 電源電圧 周波数

日本 100V 50/60Hz

韓国 110/220V 50Hz

中国 110/220V 50Hz

米国 120V 50Hz

イギリス 230/240V 50Hz

ロシア 127/220V 50Hz

オランダ 230V 50Hz

フランス 127/230V 50Hz

マレーシア 240V 50Hz

表 1

安全試験器ってなに？
ひとことで言うと、「電気製品を使用する人間が安全に（感電せず）
使用できることを確認するための試験器 」です。

安全試験器の試験項目は？ 
安全試験器の試験項目は右の表（表 2）
のように 4 種類の試験項目で構成さ
れており、機種によって対応できる
試験項目は異なります。
ま た、 安 全 試 験 器 は 試 験 の た め に
1,000V 以上の高電圧を発生します。
このため、安全試験の作業者が安全
試験器から発生する高電圧で感電し
ないよう、安全のための保護回路が
内蔵されています。

試験項目 概要

AC/DC 耐電圧試験

耐 電 圧 試 験 は 様 々 な 電 気 製 品 の 品 質 と 安 全 確 認 の た め、
100%義務付けられています。安全規格は、IEC, VDE, TUV な
どの国際的な機関により規定されており、試験内容は製品種
別ごとに異なりますが、基本は定められた高電圧を定められ
た時間だけ被試験物に印加するというものです。

絶縁抵抗試験
1,000V までの直流電圧を被試験ポイントに印加して抵抗値
を測定します。

アース導通試験
製品のシャーシと被試験物のグラウンドポスト間に大電流が
流せるかどうか確認し、確実にグラウンドに接続されている
ことを試験します。

リーケージカレント

（タッチカレント）試験

被試験物に対して人体のインピーダンスを模擬した回路を接
続し、回路に発生した電圧から計算してリーク電流を求めま
す。人体のインピーダンスを模擬する回路はそれぞれの安全
規格によって定められており、規格ごとに異なります。

表 2

製品基本ガイド
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リップルノイズメータってなに？
ひとことで言うと、「スイッチング電源の出力にあらわれるリップル
ノイズ電圧を測定しデジタル表示できるもの  」です。

スイッチング電源とは？ 
スイッチング方式の電源を意味します。例えば皆さんが使っているパ
ソコンには例外なくスイッチング電源が内蔵されています。パソコン
の中には CPU などの電子デバイスなどが内蔵されていますが、これ
らのデバイスは直流の低い電圧（1 ～ 12V 程度）で動作するものです。
これに対して家庭のコンセントは交流の 100V となっており全く異な
ります。パソコンに内蔵されているスイッチング電源は交流 100V を直流電圧に変換し CPU などの各種デバ
イスを動作させるために使われています。

電源には大きく分けて 2 種類あります。
　A．ドロッパー方式（リニア方式、シリーズレギュレータ方式とも言います）
　B．スイッチング方式

これらの方式には右の表（表 3）のような長所と短所があります。 ドロッパー方式はオーディオ機器など低
ノイズが要求される一部の機器に限定
され、現在ではスイッチング方式が主
流となっています。もし仮に現在のパ
ソコンに内蔵されているスイッチング
電源と同じ容量のものをドロッパー方
式で作成したら…もしかしたらオーブ
ントースターくらいの大きさになるかもしれません。これは非現実的ですね。小型軽量で良いとこばかりの
ようなスイッチング電源ですが、ノイズが多いという短所が有ります。このノイズには、ノイズ成分とリッ
プル成分が含まれており一般的には非常に複雑な波形となります。この波形からノイズ成分とリップル成分
を分離して簡単にデジタル表示できるものがリップルノイズメータ（RM-103）となります。

方式 長所 短所

ドロッパー方式 ノイズが少ない 大きくて重い

スイッチング方式 小さくて軽い ノイズが多い

表 3

リップルノイズとは？
ひとことで言うと、「電
源の直流出力にあらわれ
る（本来必要無い）微小
な振動やノイズの成分」
です。
右の図はリップルノイズ
波 形 を 模 式 化 し た も の
で、A ～ E の部分の電圧
値からいくつかの値を測
定し、スイッチング電源
の性能をはかる指標とし
て使用します。

種類 説明

スイッチングノイズ

（図の C 部分）
スイッチング電源内部のスイッチング回路により発生するもので、スイッチング周
波数に同期して現れるスパイク性の波形です。

スイッチングリップル

（図の B 部分）
スイッチング電源出力側の平滑コンデンサにより平滑しきれなかった成分で、ス
イッチング周波数に同期した三角波状の波形です。

AC リップル

（図の E 部分）
入力側の商用周波数成分（50Hz, 60Hz）を除去しきれずに出力側に現れるものです
が、一般的には非常に小さい電圧になります。

表 4

図 1

RM-103
リップルノイズメータ
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製品基本ガイド
差動プローブってなに？
差動プローブはコモンモードノイズ成分を除去するために使用しま
す。
スイッチング電源の直流出力端子には本来の直流電圧に重なる形で
ノーマルモードとコモンモードという２種類のノイズ成分が現れま
す。この「重なり方」の違いによってノーマルモードあるいはコモン
モードと呼んでいます。

コモンモードノイズとは？ 
図のように信号源（スイッチング電源の出力端子）の両端に現れるノイズをノー
マルモード（線間）ノイズと呼んでいます。これに対して、大地間（スイッチング電源のフレームグランド間）
に現れるノイズをコモンモードノイズと呼びます。スイッチング電源の出力電圧測定をする際、コモンモー
ドノイズが発生していると本来の測定（ノーマルモード）に悪影響を与えることがあります。
このような場合に差動プローブを使って測定するとコモンモード成分を除去できるため、ノーマルモード成
分のみ正確に測定することができます。

ノーマルモードノイズ コモンモードノイズ

終端抵抗器ってなに？
終端抵抗器（TRC-50F2）は特性インピーダンス 50 Ωの同軸ケーブ
ルを使ったプローブと測定器を接続するときに使用します。同軸ケー
ブルを使って高周波（リップルノイズ）を伝送するとき受け側（測
定器）で抵抗器により終端することが必要です。このときの抵抗値
は同軸ケーブルの特性インピーダンスと同じ値にすることが必要で
すが、電源測定の場合抵抗のみの終端では問題が起こります。当たり前です
が、電源の出力には直流電圧が出力されており、これが同軸ケーブルを介し
て終端抵抗器に接続されます。このとき、抵抗器に流れる電流と消費される電力は以下の表のようになります。
オシロスコープの中には終端抵抗器を内蔵しているものもありますが、例えば 50V の電源出力を接続すると
50W もの電力を消費するため、終端抵抗器が加熱し、場合によっては焼けてしまいます。そこで、TRC-50F2
の内部は抵抗器と直列にコンデンサが入っており直流分をカットし、高周波のみ抵抗器に流れるようになっ
ているため、高い電圧を接続しても終
端抵抗器が過熱することはありませ
ん。
なお、弊社のリップルメータ（RM-103）
や電子負荷装置内蔵のリップルメー
タには TRC-50F2 相当の終端回路が内
蔵されているため外部に終端は不要で
す。

電源の出力電圧
終端抵抗器に

流れる電流
終端抵抗器で

消費される電力

5V 0.1A 0.5W

10V 0.2A 2W

20V 0.4A 8W

50V 1.0A 50W

表 5

TRC-50F2
終端抵抗器

DP-100
差動プローブ
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電子負荷ってなに？
ひとことで言うと、「色々な電源の出力に電流を流し電源の
性能を試験するためのもの」です。

電子負荷は何のために必要？ 
例えば、皆さんが使っているパソコンやコピー機、液晶テレ
ビなど家庭用コンセントから電源を取るほとんどの電気製品の中には
交流を直流に変換する「スイッチング電源」と呼ばれる電源が内蔵さ
れています。
この「スイッチング電源」は入力側に交流（日本国内では電圧 100V）
を入れると出力側に数Ｖ～数十Ｖの直流が出てくるというものです。
パソコンの中に組み込まれているスイッチン
グ電源は出力側の直流を使って CPU やハード
ディスク、DVD ドライブなどを動かしていま
す。
この CPU やハードディスクなどのかわりに電
子負荷を接続し、電源の出力側に電流を流し
ます。このとき、実際の電流よりも多く流した
りして（実際の使用条件よりも厳しい条件で）
試験するために電子負荷が使用されています。

ひとことで言うと、「色々な電源の出力に電流を流し電源の性能
を試験するためのもの」です。
弊社では電源の自動試験システムとして「電源自動検査システム」
と「電源自動評価システム」という２種類の製品を持っており、
次のように区別しています。

電源自動検査システム 
電源の各種測定について自動計測を行い、アウトプットとして
PASS あるいは FAIL 等の良否判定結果を出力します。また、必要
に応じて検査成績書等のリポートを出力することも可能です。

電源自動評価システム 
自動検査システムと同様に電源の各種測定について自動計測を行
いますが、アウトプットは良否判定結果ではなく「表、波形、グラフ」
等が組み込まれた形式の評価リポートとなります。

電源自動検査 / 評価システムってなに？

PW-600E
自動検査システム

ELA-xxx
電子負荷装置
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製品基本ガイド
電源回路シミュレータってなに？
正確に言うと「電源回路をシミュレーションするための
ソフトウエア」です。

電源回路に限らず様々な製品を開発するとき、次のよう
なプロセスになります。

　製品企画→基本設計→詳細設計→製品試作→評価→設
計変更→量産→出荷

この中で「製品試作→評価→設計変更」の部分は評価時
に不具合が発生すると設計変更し、試作に戻る作業が必
要なため時間も手間もかかります。
電源回路シミュレータが有ればＰＣ上で回路を組み、動
作をシミュレーションしてみることが出来ます。
実際にモノを作らなくても動作の確認ができるため、試
作と評価の手間を有る程度まで省くことができます。
また、一般的な汎用のシミュレーションソフトウエアを使ってスイッチング電源回路のシミュレーションを
行うと膨大な時間がかかることが有りますが SCAT シミュレータはスイッチング電源回路用に最適化されて
おり、驚くほど短時間でシミュレーション結果を得ることができます。

SCAT
高速回路シミュレータ

ワットチェッカーってなに？
テレビなどの各種電気製品は電源ケーブルを家庭用コンセント

（100V）に差し込んで電源を取ります。コンセントに差し込む
とき直接差し込まずに中間にワットチェッカーを挿入すると、
その電気製品について簡単に次のような 8 種類の測定をするこ
とができます。

電圧、電流、有効電力、皮相電力
力率、周波数、積算電力、積算時間

また、ワットチェッカーには姉妹品として次のような製品もあ
ります。

ワットチェッカー Plus
ワットチェッカーの測定項目に加え、CO2 排出量と電気料金を計
算することができます。
各電力会社では電気製品が使用した積算電力量から逆算して発電所から排出された CO2 の量や電気料金を算
出するための計算式（係数）を公開しています。
ワットチェッカー Plus では、この係数を内部に設定できるようになっており、電力会社ごとに異なる係数に
対応して算出することができます。

ワットチェッカー Plus








